














かれる女性は、共通して献身的、犠牲的精神の持ち主である。一方、本作品は殺人事件を起こ た実在の晩唐の女性詩人を材に取っている。天賦の詩才と美貌 持った魚玄機は、初め「男子の心情」を有した志高い少女であった。しか 、女道士となった後に楽人陳某と愛人関係を結び、下女の緑翹に嫉妬心を燃やして殺害、処刑されるに至る。この女性像 描かれ方は、明らかに他の歴史小説と趣を異にしてい
鷗外が魚玄機という女性詩人に興味を持ったのは一九〇四年のこ





















の関連性にさらに踏み込み、 現代の“新しい女”の生きかたが、史実を支配し、史料はその現代の姿を隠蔽するための隠れ蓑の役割を果たしているにすぎない」と述べている。以来、 「魚玄機のモデル＝らいてう」という見方は 襲されている。しかしこれらの論は、らいてうの「春的な欲望」ばかりに注目し、女性性欲について 問題を殊更に強調しているような印象がある。鷗外はただ女性性欲への好奇心で「魚玄機」を執筆した だろうか。むしろ、らいてうとの関連の中では論じ れ 来 かっ 〈才女の悲劇〉と う結末こそ、重大な意味がある ではな 。
本稿では、まず作品が一九一五年に執筆されたことの意味を探る







でありながら、悲劇の病根といえる玄機の成長過程には驚くべき創作のあとがあることがわかる。温庭筠については「歴史其儘」の態度であるのに対し、玄機については「歴史離れ」が著しいのである。李億の妾となったにも関わらず肉体的交渉を激しく拒絶する点や、采蘋と「対食」 （同性愛）関係 あったとする点、また、中気真術という修行で性の喜びを知り「真に女子」となった そし 楽人陳某 男に溺れていく点は、史料 根拠のない鷗外の創作である。采蘋や陳某に関しては、そもそも実在しない人物である。鷗外は、明らかに実在の魚玄機という人物像を忠実 再現しようとは意図していない。鷗外は魚玄機という人物を借りて、そこに何を示そうとしたのだろうか。まずは の女性像 どのように創作されているか確認したい
玄機は初め、 「女子の形骸」を持ちながら、 「男子の心情」 、つま













がこの李近仁でなく、あえて陳某なる人物 設定し のは、や り何か意図があったと思われる。
次に、史料に依拠しながらも変更が加えられている点を見ていく。




領や肘はいつも垢膩に汚れてゐる」という具合に、醜く仕立てている。また、史料では と男との密通の可能性が否定出来ない形で書かれているのに対し 鷗外はこ 密通はなかったものとして、すなわち玄機の妄想であったかのように書いている。緑翹を殺害 た翌日、玄機が「あの緑翹がゆうべからゐなくなりました 」といって陳の顔色をうかがうと 特に意に介さない様子で「さうかいだけ返事をしたという描写を鷗外はわざわざ付け足し これは陳と緑翹の関係を否定するものと読むべきだろ 。これら 操作は、玄機の殺害をより愚 しく見せる効果があるのでは いか。妄想に飲み込まれ、咄嗟に緑翹を殺した玄機の行動は衝動的で浅はである。設定変更があることによって、狂信的、盲目的な玄機の印象を強めていると言えよう。
以上に見てきたように、玄機は初め、 「男子の心情」を有した有





い。玄機は卓抜した才能を持ち、時代の中に埋没しない強い自己を持っている。そういっ 点で既に大正に活躍す 「新 い女」の姿に重なると言える。しかし、平塚らいてうと玄機の共通点はそれみでない。むしろ史実との相違部分、つまり性的成長 部分にこ 、
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茉莉を伴ひて往きて観る。 」と確認出来る。この時既に、らいてうと奥村の関係は方々で噂されている。早くかららい うに注目していた鷗外が、奥村に全く無関心であった は考えにく 鷗外の観察眼から捉えられた奥村の姿が、らいてうの記すそれと似通っているとしてもおかしくはないと思われる。前述し ように、鷗外は、『唐女郎魚玄機詩』にはっきりと残されている李近仁という名を無視し、わざわざ陳某なる人物を設定してい これは、男を奥村見立てるための操作とも考 るのではな だろうか。玄機 らいてうと見 ならば、それより年 若い陳某 まさに奥村を彷彿とするし、風貌や表情、挙措の描写も符合する。さらに楽人としている点も、奥村が画家であったこ から同じ芸術家に設定したよ にも思える。これらの類似点から見 、やはりら てうと魚玄機無関係では有り得ない。　
ただ、果たして玄機には、全面的にらいてうのみが投影されてい













おいて、塩原事件のらいてうや魚玄機 通じ ものがあり、看過し難いものがある。 「魚玄機」の書かれ 一九一五年には、 が青鞜社社員である蒲原英枝と関係を持ち、清子はマスコミ上で派手に離婚劇を演じてい 。清子 存在は良くも悪くも「新しい 」として世間から注目され おり、清子 魚玄機造形の一要素と った可能性は決して低くないと思われる。
やはりらいてう一人と言うよりも、一九一五年頃の女性たちがつ















『青鞜』は一九一一年九月から一九一六年二月まで、計五十二冊を発行した。この期間中、最も「新しい女」が議論の俎上に載せられ、 『青鞜』 自体 勢いがあったのは一九一三年頃といえる
⑼
。しかし、
「魚玄機」が執筆された一九一五年の『青鞜』には発刊当時の勢いはなく、徐々に失速している。らいてうは一九一四年一月に奥村との共同生活を始めるが、経済的基盤のない奥村と家向きの仕事の苦手ならいてうの暮らしは苦しいものとなった。周知 通り、生活と経営の両立困難から事態は次第に紛糾し、一九一五年には『青鞜』の編集兼発行人が伊藤野枝に譲渡されるに至る。野枝は「無規則、無方針、無主張無主義」という新方針を打ち出して意気込んだが、悪戦苦闘の末、一年余りで廃刊を迎えることとな また 一九四年から一九一五年にかけては、他の同人たちも多くが結婚、出産といった節目を迎えている
⑽
。 「新しい女」たちの青春時代が終わり、
新たな模索への道がひらかれようとしている時期といえ が、これらの変化によって青鞜社か は人間が減り 世間で廃刊の噂が囁かれるまでに衰微していく。 「この頃の社のさびしさつたらありません」
（一九一五年六号）
という野枝の言葉が端的にこの状況を示して
いる。同人たちの多くがそれぞれ男性の出現によ 上 大きな変化を受け、当初 『青鞜』が持ったエネルギーは影をひそめてまっているのであ 。こ ように、一九 五年頃を境 、 『青鞜』は終焉へと向かっていく。
この終焉へのカウントダウンを、鷗外はどのように眺めたのだろ
うか。ここに「魚玄機」を読み解く手がかり あるのではな だろ
うか。鷗外は当初、 「新しい女」たちに多くの期待をかけ、見守っていた。だからこそ、一九一五年頃の下り坂になっていく彼女たちの活動を見て、何か少し諭したいような気持になったのではないか。「男子の心情」を有し、 詩の道に没頭した魚玄機は、 まさに前途洋々の才女であった。しかし、最終的には陳某をめぐる痴情のもつれで破滅に至る。鷗外は、 「新しい女」たちに対し「魚玄機」という一つの寓話を提示することによって、何かを受け取って欲しかったのではないだろうか
そして、作品内でメッセンジャーの役割を果たしているのが、他




















こう。 「性欲及春機発動」という項では、男女別に性欲発現について言及しているが、女性の「婬欲」は男性よりも遅く発現すると説明され、 「魚玄機」 に一致している。 「男子ノ性欲抑制」 「女子ノ遏欲」は性欲抑制についての項である。ここで鷗外が、男性のその困難さに比べて女性は性欲に悩まされるも でないと再三主張しているのは興味深い
⑾
。そして、注目すべきは「月経」 「月経ハ全神経系ニ影





為スガ如ク甚シキニ至レリ障礙ハ恐ラクハ神経系ノ感受性ノ昂上ニ因スルナラン」と述べた後から、 「終経期」の最後ま 、一貫して月経に関して生じる悪影響 説明 の
全身障礙ハ精神上ナル者多シ感情ノ興奮シ易キコト、久シキニ瀰ル興奮、啼泣、憂悶、業務ヲ嫌フコト、疲労ノ感、事ニ当ル時ノ急遽ナル疲憊、鬱狂性抑圧ノ往往生ヲ厭ヒ死ヲ願フ程度至ルモ 皆此ニ属ス其ノ真ノ精神病ニ算入スベキモノハ所謂月経性精神病
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である。あの虎は性欲 象徴かも知れない。只馴らしてある丈で、虎の怖 べき威 衰へてはゐないのである
葛藤を経て、虎を飼い馴らすに至った鷗外の感想であろう。ただ注意したいのは、 「虎の怖るべき威は衰えてはゐない」という点である。鷗外は、性欲を抑制して滅却せよと言うのでは 。医学者としての鷗外は、人間の動物と の本能を厳然と存在するものとして認め いる。性欲 人間の生理の問題として認め うえで、正しく対処すべきだと考えている。自ら 「性」から生じる弊害 有ってしかるべきも であるが 「放し飼」にしてはならないし、また「虎を怖れてゐる」童子のままでもいけない。
これまで、鷗外は男性の肉体的弊害については多くを示してきた




































という記事で清子の自殺未遂が報じられた。伊藤整は「泡鳴と遠藤清子の実験同居―日本文壇史第百六十三回」 （ 『群像』一九六六・十一）の中で、この報道について以下のように触れ いる。
















　「男子ノ性欲抑制」には、 「二十四歳乃至三十六歳ノ男子ハ其性欲上ノ能力最モ盛ニシテ若シ窒欲ヲ敢テスルトキハ多少ノ異常ヲ感ゼザルコト能ハズ」とあるのに対し、 「女子ノ遏欲ハ之ヲ男子ニ比スルニ其実例甚多シ生涯婚嫁セザル女子ニシテ私通ヲ敢テセズ又恐ラクハ独淫ノ悪癖ニ陥イラザルベキモノ即是ナリ而 此多数 女子ノ健全ナルコトハ復タ疑フベカ ズ」とある。こ 前には「女子ノ遏欲ノ影響ハ古来之ヲ説クモノ多クシテ就中荒誕無稽ナルモノモ亦少シトセズ」とあり、 代、中世にあった、いかに女性の遏欲が体に毒かという説を引き、これを真っ向から否定している。
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